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宮
川
彬
良
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

縄
田 

善
昭 

宮
川
氏
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
指
揮
と

軽
妙
な
ト
ー
ク
、
グ
ラ
ン
フ
ィ
ル
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
に
魅
了
さ
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し

た
。
映
画
好
き
の
私
に
は
、
懐
か
し

い
曲
や
テ
レ
ビ
で
馴
染
み
の
あ
る
曲

が
多
く
、、会
場
は
音
楽
の
タ
イ
ム
マ

シ
ー
ン
の
よ
う
で
「
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ

ン
」
の
ブ
ル
ー
ス
リ
ー
。「
荒
野
の
七

人
」の
ユ
ル
ブ
リ
ン
ナ
ー
。「
大
脱
走
」

の
ス
テ
ィ
ー
ブ
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
と
当

時
の
雄
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
分
で
不
二
輸
送

機
ホ
ー
ル
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 西
川
悟
平
ト
ー
ク
＆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト 

 
 
 

副
会
長 

岸
田 

茂 

 

会
長
と
出
演
依
頼
に
出
向
い
た
時
、

名
刺
を
見
て
「
明
日
ガ
ラ
ス
未
来
館

へ
行
き
た
い
」、「
明
日
は
下
関
の
学

校
で
演
奏
で
は
？
」
こ
の
よ
う
な
バ

タ
バ
タ
の
人
間
で
す
。
次
の
日
、
吹

き
ガ
ラ
ス
の
体
験
の
後
「
こ
こ
で
演

奏
し
た
い
。
ピ
ア
ノ
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。」
と
強
烈
な
個
性
の
人
で
す
。 

十
五
歳
で
本
格
的
に
ピ
ア
ノ
を
始

め
三
年
で
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
リ

サ
イ
タ
ル
し
た
天
才
で
す
。
ま
た
ジ

ス
ト
ニ
ア
と
い
う
難
病
を
克
服
し
、

動
く
七
本
の
指
で
ま
た
し
て
も
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ―

ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
と
い

う
努
力
の
人
で
す
。
参
り
ま
し
た
。 

 

            

            

 

             

  

「
合
唱
で
心
と
声
を
合
わ
せ
て
」 

 
 
 
 

常
任
理
事 

竹
内 
道
子 

 

合
併
後
の
平
成
十
八
年
か
ら
開
催

し
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
も
第
十
七
回
を
迎
え
、
今
年
は
文

化
協
会
二
十
周
年
記
念
の
冠
を
い
た

だ
き
六
月
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
を
境
に
解
団
す
る
合
唱
団

も
あ
り
、
現
在
は
九
団
体
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
ゲ
ス
ト
に
「
野
田
学

園
合
唱
部
」
を
招
待
し
、
演
奏
会
に

華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

代
の
若
々
し
い
歌
声
、
全
国
大
会
出

場
の
経
験
豊
か
な
演
奏
は
圧
巻
で
し

た
。
若
い
パ
ワ
ー
を
貰
い
な
が
ら
各

団
体
の
パ

フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
楽

し
み
ま
し

た
。 フ

ィ
ナ

ー
レ
に
出

演
者
二
百

四
名
で
谷

川
俊
太
郎

の
詩
『
春

に
』
を
大

合
唱
し
ま

し
た
。 

 
 

ま
た
次

に
繋
が
る

確
か
な
感

触
を
得
た

よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。 

   

        
 

                

       

  

    

   

 

    

    

文
化
協
会
会
長 

西
村 

公
一 

 

山
陽
小
野
田
市
と
の
協
創
事
業
第

三
回
目
と
し
て
、
昨
年
十
月
に
「
宮

川
彬
良
と
グ
ラ
ン
フ
ィ
ル
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
な
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
、

大
成
功
裏
に
終
わ
り
、
ポ
ッ
プ
で
楽

し
い
演
奏
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

六
月
に
は
、
文
化
協
会
二
十
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
西
川
悟

平
ト
ー
ク
＆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
三
公
演
行
い
、
感
動
的
な
ト
ー
ク

と
演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー

ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
ゲ
ス
ト

に
野
田
学
園
合
唱
部
を
迎
え
て
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
文

化
祭
に
お
い
て
は
各
部
門
の
作
品
展

示
、
舞
踊
、
演
奏
、
発
表
な
ど
を
通

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
会
の
今
後
の
課
題
は
各
分
野
で

の
世
代
交
代
に
よ
る
活
性
化
で
す
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
革
を
進
め
、

市
民
に
も
っ
と
文
化
活
動
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
の

ご
助
言
、
ご
協
力
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
発
展
を
し
て
参
り
ま
す
。 

令和8年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会      令和8年5月13日（水）            高千帆地域交流センター 

総会・理事会理事会      令和8年5月23日(土）・5月18 （土）  不二輸送機ホール 

     企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 

２．主な事業実施について  

（１）自主文化事業   

開 催 日 事 業 名 会 場 

5/31 (日) 第18回山陽小野田コーラスフェスティバル 不二輸送機ホール 

（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

19/27(日) 博多座の集い（ メイジ・ザ・キャッツアイ ） 45名予定 

11/14(土) 文化財探訪 糸島方面（ 伊都国歴史博物館・櫻井神社ほか ） 45名予定 
 

（３-１）第21回山陽小野田市民文化祭 

開 催 日 事 業 名 会 場 

10/14 (日) 邦楽大会 山陽小野田市民館 文化ホール 

10/11 (日) 日本舞踊祭 山陽小野田市民館 文化ホール 

10/25 (日) 市民音楽祭 不二輸送機ホール 大ホール 

10/31 (土)～11/1 (日) 華道展 山陽小野田市民館 体育ホール 

11/11 (日) 市民茶会 山陽小野田市民館 体育ホール 

11/11 (日) 俳句大会 厚狭複合施設 

11/11 (日) 洋舞演劇祭 不二輸送機ホール 大ホール 

11/18 (日) 短歌大会 山陽小野田市民館 第一・第二会議室 

11/14 (土)～16 (月) 展覧会 おのだサンパーク2階大催事場 
 

（３-２）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/28(木)～2/3（水) 第22回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 
 

（３-３）協創事業 

開  催  日 事  業  名 会 場 

2/20 (土) 
マリオ・ｺｼｯｸ指揮 北九州グランフィルハーモニー管弦楽団演奏会 

 【割引対象事業】 
不二輸送機ホール 

(４）文化協会だより 「さんようおのだ文化」第21号  令和8年6月発行予定 

❤ 新 規 会 員 募 集  ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただける会員を募

集しています 

●会費 個人会員 年額（1口）２，０００円 

    団体会員 年額（1口）５，０００円 

    賛助会員 年額（1口）５，０００円 

●会員の特典 

・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会員割引が受け

られます。 

・会報、その他事業案内をお届けします。 

・個人会員限定の文化バスの交通費が割安になります。 

●申込方法 

加入申込書にご記入の上、会費を振込または事務局で直接納

入してください。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 

☆
文
芸
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
山
照
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

☆
美
術
工
芸
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
谷
川
伊
久
江 

 
 
 
 
 
 
 
 

☆
茶
華
道
部
門 

藤
永
満
里
子 

☆
邦
楽
部
門 

俊
之
実
会 

☆
洋
舞
・
か
る
た
・ 

そ
の
他
部
門 

JUMPING JACK 
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〈
敬
称
略
〉 

宮川彬良とグランフィルのスペシャルなコンサート 
 

西川悟平トーク＆ピアノコンサ―ト 
 

第17回山陽小野田コーラスフェスティバル 
 



陸奥記念館 

   

俳 

句 

○
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

廃
校
に
残
る
石
碑
や
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
田
シ
マ
子 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

無
心
な
る
一
人
の
世
界
松
手
入 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

裕
子 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

秋
澄
む
や
石
仏
刻
む
の
み
の
音 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
智
子 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

写
経
す
る
硯
の
水
に
芋
の
露 

 
 
 
 
 
 
 
 

髙
來 

一
生 

○
山
陽
小
野
田
観
光
協
会
長
賞 

実
柘
榴
や
母
は
気
丈
な
子
沢
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
下
姫
美
子 

★
小
学
生
の
部
★ 

〇
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

夏
休
み
僕
の
心
の
栄
養
源 

高
泊
小
五
年 

安
本 

優
希 

〇
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

夕
焼
け
と
共
に
歩
こ
う
帰
り
道 

本
山
小
六
年 

佐
々
木
瑠
璃 

                        

力
に
よ
る
運
営
で
す
。
月
一
回
の
会

議
で
、
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
音
楽
祭
に
向
け
て
話
し
合
い
に

は
熱
が
入
り
ま
し
た
。
人
の
た
め
に

汗
を
流
し
、
自
身
の
力
も
磨
く
連
盟

の
姿
が
六
十
年
前
と
変
わ
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
若
い
会
員
が
力

を
発
揮
で
き
る
機
運
が
少
し
ず
つ
熟

成
し
て
い
ま
す
。 

             

十
周
年
を
迎
え
て 

た
か
ひ
ろ
し
歌
謡
教
室 

た
か
ひ
ろ
し 

 

「
歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に
つ
れ
」

と
の
言
葉
が
流
行
っ
た
時
代
も
あ
り 

短 

歌 

〇
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

窓
を
開
け
風
を
よ
び
こ
む
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
遠
く
に
霞
む
北
斎
の
富
士 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

西
村 

玲
子 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

 

敵
機
過
ぐ
芋
の
畑
へ
と
一
目
散
ひ
も

じ
を
ぢ
等
は
鉄
鉢
に
拾
ふ 平

川 

和
子 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

焼
野
浜
夕
焼
け
ワ
イ
ン
に
射
し
込
ん

で
そ
の
色
美
し
友
は
絵
に
描
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
永 

 

進 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

幼
き
日
海
に
あ
そ
ん
だ
思
い
出
は
浮

き
輪
の
中
の
心
細
さ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
新
山 

清
美 

★
児
童
生
徒
の
部
★ 

〇
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

面
を
打
つ
心
が
ひ
と
つ
に
響
き
合
い

竹
刀
の
音
が
夢
呼
び
覚
ま
す 

小
野
田
中
一
年 

 

今
本
綺
莉
香 

〇
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

秋
の
田
で
こ
が
ね
の
作
物
風
な
び
き

カ
カ
シ
の
頭
の
鳥
の
鳴
き
声 

 
 

高
千
帆
小
六
年  

古
谷 

隼
大 

    

光
と
色
が
織
り
な
す 

 
 
 

ガ
ラ
ス
の
世
界
へ 

き
ら
ら
ガ
ラ
ス
未
来
館 

福
田 

浩
二 

 

き
ら
ら
ガ
ラ
ス
未
来
館
は
、
焼
野

海
岸
に
位
置
す
る
生
涯
学
習
施
設
で

す
。 

 
 

  

ま
し
た
が
、
決
し
て
遠
い
昔
の
事
で

は
な
く
、
む
し
ろ
今
で
こ
そ
こ
の
言

葉
が
当
て
は
ま
る
時
代
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

昭
和
か
ら
平
成
、
令
和
と
移
り
変

わ
る
中
で
昭
和
百
年
と
い
う
言
葉
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
古
き
を
温
め

て
新
し
き
を
知
る
現
代
、
さ
ま
ざ
ま

な
歌
が
生
ま
れ
歌
い
継
が
れ
て
い
く

中
で
、
今
年
は
ど
ん
な
歌
が
聴
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

「
さ
ん
よ
う
お
の
だ
カ
ラ
オ
ケ
文
化

連
盟
」
も
今
年
で
結
成
十
年
を
迎
え

ま
す
。
九
月
十
三
日(

日)

は
歌
で
精

一
杯
の
お
も
て
な
し
を
実
践
し
て
い

き
た
い
と
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

    

記
念
大
会
を
終
え
て 

小
野
田
美
栄
の
会 

藤
間
美
栄
久 

令
和
七
年
度
の
日
本
舞
踊
祭
が
十

月
十
二
日
に
市
民
館
で
開
催
さ
れ
ま 

 
 
 

 

し
た
。
今

回
は
第
二

十
回
記
念

大
会
と
い

う
こ
と
で

他
流
派
と

の
共
演
や

親
子
の
連

舞
も
あ
り
、

フ
ィ
ナ
ー

レ
は
舞
台

と
観
客
が

一
体
と
な 

当
館
で
は
、
ガ
ラ
ス
作
家
の
サ
ポ

ー
ト
の
も
と
、
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
制
作
体
験
を

通
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
作
品
作
り
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
所
属
作
家
に

よ
る
美
し
い
ガ
ラ
ス
作
品
の
展
示
も

行
っ
て
お
り
、
神
秘
的
な
ガ
ラ
ス
の

世
界
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 

今
後
は
、
文
化
協
会
へ
の
加
入
を

機
に
、
よ
り
一
層
地
域
の
み
な
さ
ま

と
の
連
携
を
深
め
、
ガ
ラ
ス
文
化
の

み
な
ら
ず
地
域
全
体
の
文
化
振
興
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

          

三
味
線
を
始
め
や
す
い
環
境
づ
く
り 

俊
之
実
会 

吉
田 

千
賀
子 

先
代
で
あ
る
父
か
ら
会
を
引
き
継

い
で
十
七
年
に
な
り
ま
す
。
以
来
、

津
軽
三
味
線
、
民
謡
三
味
線
の
社
中

と
し
て
ブ
ロ
グ
やS

N
S

で
舞
台
や

稽
古
の
様
子
、
時
に
雑
談
な
ど
の
発

信
を
続
け
て
い
ま
す
。
何
で
も
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を
得
る
現
代
、

若
い
世
代
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多

数
あ
り
、
高
齢
化
の
続
く
邦
楽
に
お

い
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。 

当
会
は
「
敷
居
の
低
い
三
味
線
教 

 

  

り
山
陽
小
野
田
音
頭
で
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。 

世
の
中
の
急
激
な
変
化
の
中
で
日

本
舞
踊
な
ど
の
伝
統
文
化
を
次
の
世

代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
並
大
抵

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
が
力
を
合
わ

せ
て
焦
ら
ず
め
げ
ず
、
日
本
舞
踊
の

楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

    

芸
術
文
化
は
良
質
な
土
壌 

JUMPING JACK 

坪
井 

柳
子 

 
 

           

一
九
九
七
年
に
第
一
回
目
の
発
表

会
を
開
催
。
地
元
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン

ク
ー
ル
に
も
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
基
本
は
「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

芸
術
文
化
は
、
世
代
を
超
え
て
豊

か
な
人
間
性
を
養
う
上
で
有
意
義
な

も
の
で
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
多
様
な
個
性
を
育

む
た
め
の
土
壌
づ
く
り
に
繋
が
る
と 

室
」
と
し
て
、
三
味
線
を
弾
き
た
い 

と
い
う
多
く
の
人
の
想
い
を
受
け
入

れ
、
三
味
線
の
魅
力
を
今
後
も
伝
え

て
参
り
ま
す
。 

                

先
人
の
心
を
う
け
と
め
る 

茶
道
裏
千
家
淡
交
会 藤

永 

満
里
子 

 

長
い
間
お
茶
の
お
稽
古
を
し
て
き

て
何
が
良
か
っ
た
の
か
な
、
と
考
え

て
み
ま
し
た
。
日
常
生
活
に
追
わ
れ

な
が
ら
も
野
の
花
の
美
し
さ
に
気
づ 

              

信
じ
、
日
々
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い

ま
す
。 

    

 
 

 
 
 
 

 

副
会
長 

富
田 

輝
美 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
は
、
個

人
会
員
対
象
に
年
二
回
文
化
バ
ス
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

大
変
人
気
が
あ
り
、
い
つ
も
数
日
で

満
席
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

過
ぐ
る
七
月
十
三
日(

日)

博
多
座

に
て
文
豪
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン

ズ
の
名
作
「
二
都
物
語
」
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
舞
台
は

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
。
モ
ノ
ト
ー
ン
の

衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
井
上
芳
雄
ら

が
熱
演
し
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。当
日
は
千
穐
楽（
せ

ん
し
ゅ
う
ら
く
）。ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
拍
手
が
鳴
り
止
み

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

外
に
出
て
み
る
と
博
多
祇
園
山
笠

が
駆
け
抜
け
て
お
り
、
祭
り
の
醍
醐

味
も
味
わ
え
た
夏
の
一
日
で
し
た
。 

           

い
た
り
、
月
の
静
か
な
光
に
祈
る
よ 

う
な
気
持
ち
を
持
っ
た
り
、
ま
た
部 

屋
に
花
一
輪
入
れ
、
好
み
の
軸
を
か

け
、お
い
し
い
お
菓
子
を
い
た
だ
き
、

一
盤
を
手
に
し
て
友
と
清
談
？
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
き
た
こ
と
か
な
、
と

思
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
近
所
の
小

学
校
や
高
校
の
部
活
動
に
出
か
け
、

お
茶
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
行
事
や

作
法
を
伝
え
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。
毎

日
が
感
謝
の
日
々
で
す
。 

          

市
民
音
楽
祭
を
裏
で
サ
ポ
ー
ト 

小
野
田
音
楽
連
盟 

杉
山 

正
男 

「
市
民
音
楽
祭
」
は
六
十
年
前
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
る
市
民
の
た
め
の
音

楽
祭
で
す
。
主
幹
を
務
め
て
い
る
小

野
田
音
楽
連
盟
の
前
身
「
小
野
田
音

楽
文
化
連
盟
」
か
ら
の
事
業
で
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
五
月
か
ら

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
今
年
は

二
十
団
体
の
演
奏(

器
楽
・
合
唱
・
独

唱
や
独
奏
な
ど)

の
企
画
＆
運
営
を

し
ま
し
た
。 

今
年
の
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
は
、
山

口
東
京
理
科
大
学
の
学
生
が
協
力
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
か
ら
す
べ
て
連

盟
の
メ
ン
バ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
も
会
員
の 

       
 

            
 

 

事
務
局
長 

佐
々
木 

宏
志 

 

十
一
月
、
二
回
目
の
文
化
バ
ス
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
四
十
名
の
会
員
で
国

東
半
島
方
面(

真
木
大
堂
・
富
貴
寺
・

二
階
堂
美
術
館)

を
巡
り
ま
し
た
。
国

東
半
島
に
は
、
摩
崖
仏
な
ど
の
石
造

文
化
財
や
平
安
時
代
の
仏
像
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
富
貴
寺
大
堂
は
、

京
都
宇
治
の
平
等
院
鳳
凰
堂
、
岩
手

平
泉
の
中
尊
寺
金
色
堂
と
並
ぶ
日
本

三
阿
弥
陀
堂
の
一
つ
で
あ
り
、
現
存

す
る
九
州
最
古
の
木
造
建
築
物
で
す
。

当
日
は
住
職
か
ら
直
接
富
貴
寺
や
国

東
半
島
の
魅
力
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
境
内
は
紅
葉
の
名
所
と
し

て
も
有
名
で
あ
り
、
少
し
ず
つ
色
づ

き
始
め
て
い
ま
し
た
。
イ
チ
ョ
ウ
の

絨
毯
で
敷
き
詰
め
ら
れ
た
風
景
の
時

期
に
、
も
う
一
度
訪
れ
た
い
と
思
い

ま
し
た
。 

富貴寺 

歌
謡
の
部 

山陽小野田市文化協会だより 

音  

楽  

部  

門 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

愛のチャリティ歌の祭典 

茶 

華 

道 

部 

門 

俊之実会 

邦   

楽   

部   

門 

山陽小野田市文化協会だより 

博多座 茶道裏千家淡交会 

日  

舞  

部 
 

門 

３ 

JUMPING JACK 

洋
舞
・
か
る
た
・
そ
の
他
部
門 

２ 

文
化
財
探
訪 

「
二
都
物
語
」
を
鑑
賞
し
て 

文   

芸   

部   

門 




